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附属高校における10分間読み
－読解力と動機づけの観点からの考察－

英語科　松井孝彦

　本研究では、週 2 回、コミュニケーション英語Ⅰの授業において、10分間の SSR（Sustained 
Silent Reading）を行った群と行っていない群との間に、読解力やリーディングに対する動機づけ
にどのような違いが見られるかを調査した。約 7 ヶ月の実践では読解力に有意な差が認められな
かったものの、SSR を行った群ではリーディングに対する不安感が少ないという結果が得られた。

＜キーワード＞多読　読解力　動機づけ

1 　本研究の目的
　多読は、教育現場において、検定教科書のみでは十分な言語インプットができないため、どのよう
にして言語インプットを多くするかという視点から注目を集めていた。21世紀に入り、実践例のみな
らず実証研究も数多くなされ、読解力の向上や語彙習得、リーディングに対する情意面に肯定的な影
響を与える効果があったという報告が増えてきた。
　しかし、その実践の多くは、授業外に設定された多読のための特別プログラムや選択授業、学校裁
量の時間で行われており、一般の中学校、高等学校において授業時間内に取り組んだ実践による実証
研究はそれほど多くは見られない。
　そこで、本研究では、以下の点について明らかにしていくこととする。
　a）　高等学校において、授業の中で週2回10分間の SSR を 7 ヶ月間行った群（以下、多読実践群）と、

SSR を行っていない群（以下、多読未実施群）との間に、読解力や読解速度、読解効率に違
いが見られるかどうか。

　b）　高等学校において、授業の中で週 2 回10分間の SSR を 7 ヶ月間行った群（以下、多読実践群）
と、SSR を行っていない群（以下、多読未実施群）との間に、英語でのリーディングに対す
る動機づけに違いが見られるかどうか。

2 　先行研究
　1990年以降、日本人学習者に対して行われた多読指導の実証研究については佐藤（2006）が詳しい。
それによると、多読の効果は中学生、高校生、大学生を問わず、実力テスト等の結果に見られる英語
力、読解力、読解速度が向上する結果となって現れている。また、学習者が英語やリーディングに対
する自信、意欲、楽しさを感じているかどうかを調査した研究や、Ｌ 2 リーディングに対する動機づ
けについての研究の結果では、多読は英語やリーディングに対する情意面に効果があると述べてられ
ている。また、Takase（2007）では、高校 2 年生219名に対して1年間多読プログラムを行った結果、
Ｌ 2 リーディングの動機づけにはＬ 1 リーディングとＬ 2 リーディングの内発的動機や保護者・家族
のリーディングに対する態度、入試に関連した外発的動機が影響していると述べられており、多読量
を説明する因子として、Ｌ 1 リーディングとＬ 2 リーディングの内発的動機があるとしている。
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　多読実践の方法や期間に着目をすると、先行研究の多くが授業外に設定された多読のための特別プ
ログラムや選択授業で行われており、期間も 3 週間から 1 年 4 か月と幅が広い。授業の中で多読を行っ
た実践例としては、例えば横森（2000）と宇佐美（2005）があるが、横森（2000）は定時制高校にお
ける 1 コマ90分授業の中のおよそ25分を多読に当てた実践であり、宇佐美（2005）は週 3 時間以上の
英語授業がカリキュラムに組まれている私立中学校の実践である。学習指導要領で定められている単
位時間での、英語授業の中での多読実践研究はあまり見られない。
　そこで、筆者らの研究グループが、週 1 回、授業開始時10分間で継続的に行う SSR 多読活動（10
分間多読）により、中学生や高校生の読解力や動機がどのように変化するかを調査した （Fujita & 
Noro, 2009; Matsui & Noro, 2010）。そして、10分間多読でも読解速度、読解効率、情意面での向上が
見られた。この結果は一般的な多読に関する先行研究と符合するものであった。しかし、多読実施群
と未実施群とを比較して多読の効果を検証した研究は、中学生を対象とした Matsui & Noro （2010）
のみであったため、本研究にてこの点を補おうと考えた。

3 　研究方法
（ 1 ） 被験者
　本研究の被験者は、高校 1 年生の 2 学級80名から76名を抽出した （多読実施群；1 学級38名、多読
未実施群；1 学級38名）。各群とも、読解力検査当日に欠席をした者と、読解力検査の問題を全て解
答できなかった者を被験者から除外した。また、多読実施群の中に、高校入学以前に本研究で教材と
して用いる本を読んだことのある者が 1 名いたため、この生徒も除外した。多読未実施群の中に、以
前教材として用いる本を読んだ者はいなかった。

（ 2 ） 使用教材と多読の実践手順
　使用教材には、SSS 英語学習法研究会による多読用図書の「読みやすさレベル」（YL）を参考にして、
YL0.1か ら4.0ま で の GR や LR（Cambridge, HarperTrophy, Macmillan, Oxford, Penguin, Random 
House, Scholastic, and Thomson 等）、英語の児童書およそ1,100冊を準備した。それらの本を 6 つの
レベルに分け（表1）、生徒が難易度に応じて本を選びやすいように配置した。
　本はレベル別（難易度別）でかご及び本棚に収納した。また、本には通し番号を付けた。それぞれ
の本の表紙には図書用の分類シール（各レベルにより色分けがされたもの）を貼った。分類シールは
3 段になっており、上から「通し番号」「ジャンル」「その本の総語数」を書いた。
　このようにして準備した多読用教材を使用して、以下のような手順で多読実践を行った。

①　休憩時間中に、生徒は ET 教室 （特別教室の一つで多読用図書の保管場所） へ移動する。
②　教師は、教室の前面に、Yellow レベルと Green レベルの本が収納されたかごを並べる。
③　休憩時間中に、生徒は、かごまたは本棚から本を 1 冊選んで座席に戻り、読書を始める。
④　時間内に読み終えた場合、感想用紙に読後の感想を記入し、本を返却する。
⑤　④で本を返却した生徒は、次に読む本を選び、座席に戻る（以降④と⑤の繰り返し）。
⑥　始業後10分経過した段階で、教師が終了の合図を出す。
⑦　生徒は感想用紙に必要事項を記入する。時間内に一冊読み終えられなかった生徒には、読んで
　いた本のページ数を記録させ、続きから読むことができるようにさせる。
⑧　読書終了 5 分後、生徒に本をもたせたまま、授業を開始する。
⑨　終業後、生徒は図書を返却する。
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表 1　多読用教材のレベル、ジャンル及び冊数

（ 3 ） 多読実践期間
　多読実践群は、2014年 4 月末から2014年12月中旬までの、夏季休業を除くおよそ 7 ヶ月間40回（お
よそ400分）、多読用図書を読んだ。

（ 4 ） データ収集
（a） 読解力、読解速度、読解効率に関して
　授業の中で週 2 回行われる10分間多読が読解力や読解速度、読解効率を高めるかどうかという点を
調査するために、多読実施群、未実施群とも、12月中旬に読解力検査を行った。多読実施群と未実施
群は、2 学期に行われた定期試験の結果から等質であると判断された。
  読解力検査の問題には、EPER（Edinburgh Project on Extensive Reading）のテスト LEVEL G の
Version 1 （全18問、24点満点）を用いた。試験中は大型タイマーを教室の前に設置し、全問題を解
答し終えたところで、検査にかかった時間を生徒に各自記録させた。その時間と EPER のテストの
総語数から読解速度（総語数÷読みにかかった時間（秒）×60）を算出した。さらに、読解効率には、
読解速度×試験の正答率で算出した数値を用いた。

（b） 動機づけ
　授業の中で週 2 回行われる10分間多読が生徒のＬ 2 リーディングに対する動機づけにどのように影
響を与えるかを調査するために、松井（2013）でも使用をした「『英語で読むこと』に関するアンケー
ト」（資料 1 ）を用い、読解力検査の後、多読実施群と未実施群に記入させた。これは Takase（2007）
のアンケートを参考にして作成されており、第二言語学習や教育心理学の知見を基に、10分間多読に
対する評価に関する項目を加えた全31項目で構成された、5 件法のアンケートとなっている。

4 　結果
　多読実践期間の 7 ヶ月間で、多読実施群の生徒が読ん語数は
表 2 の通りであった。

（ 1 ）読解力、読解速度、読解効率
　多読実施群 （n=38） と多読未実施群 （n=38） について、読解力、読解速度、読解効率の分布図を作
成した（図 1 ～図 3 ）。読解力には、得点ではなく正答率を用いた。
　読解力、読解速度、読解効率とも、多読実施群と多読未実施群との平均の差を、有意水準 5 % で
両側検定のt 検定により検討した。その結果、読解力に関しては、t（74）= 0.92、p = 0.36 であり、
これらの平均値の差は有意ではなかった。同様に、読解速度に関しては t（74）= 0.80、p = 0.43、読
解効率に関しては t（74）= 1.073、p = 0.29 であり、これらの平均値の差も有意ではなかった。

3,396 14,201 29,469
表2　多読実施群（n=38）の読語数
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（ 2 ） 動機づけ
　英語で読むことに関するアンケートの31項目について、多読実施群と多読未実施群のそれぞれに答
えさせた。各項目を 5 件法で答えさせた結果が資料 2 であるが、「 5 ．あてはまる」に回答が偏った
項目（M+SD > 5：天井効果）と「 1 ．あてはまらない」に偏った項目（M-SD < 1：フロア効果）
が1項目を除いてそれぞれ異なった（表 6 ）。天井効果が見られる項目には「25. もっと英語の本をス
ラスラ読めるようになりたい」が共通した項目としてあがったものの、多読実施群では「英語で読む
こと」や易しい本を多く読む多読活動に対する肯定的な項目が多かったことと比べて、多読未実施群
では「英語で読むこと」に対する不安感を示す項目が多かった。また、フロア効果が見られる項目に
ついては、多読実施群では一つもなかったことと比べて、多読未実施群では10個の項目があがった。
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表 6　天井効果（あてはまる）及びフロア効果（あてはまらない）が見られた項目

これら10個の項目から共通した因子を見出すことは難しいが、生徒は「英語を読むこと」に対して目
的意識をもつことができないのではないかと推察された。
　アンケートの項目において、多読実施群と未実施群との間で 1 ポイント以上の違いが見られた項目
については、表 7 のようになった。
　また、英語で読むことに関する31項目について、SPSS 20.0を用いて因子分析（主因子法、プロマッ
クス回転、因子負荷量0.4をカットオフライン）を施した。天井効果やフロア効果が見られた項目もあっ
たが、項目間には互いに相関があると考えたため、今回は31項目全てを分析の対象とした。その結果、
多読実施群では資料 3 のような因子パターン行列が、未実施群では資料 4 のような因子パターン行列
が、それぞれ得られた。分析の結果、どちらも因子を 4 因子に分けることができた。
　多読実施群について、第1因子では項目29の解釈が難しいものの、項目28、2、29、7 、13、3 、5
のまとまりと、項目 2 、11、13のまとまりに着目をし、「入試・実用」と命名した。第 2 因子では項
目 9 がマイナスになっていることに着目をし、「興味・関心」と命名した。同様に、マイナスになっ
ている項目に着目をしながら考え、第 3 因子では集中して精読に取り組む姿が想起されることから「情
報収集・詳細な情報の理解」と、第 4 因子では不安感をあまり感じないような項目が集まっているの
で、リーディングに対する「マイナスの不安感」と、それぞれ命名した。
　多読未実施群について、第 1 因子では項目17の解釈が難しいものの、授業で書かせた英文を評価す
ることが多いことを考慮に入れると「入試・成績」と命名することができると考えた。第 2 因子は「興
味・関心」と、第 3 因子は「易しい本への肯定感」、第4因子は「実用」と、それぞれ命名した。

表 7　多読実施群と未実施群との差が大きな項目
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5 　考察
（ 1 ） 読解力、読解速度、読解効率に関して
　読解力、読解速度、読解効率とも、本研究では多読の効果が見られなかった。今回の結果は、高等
学校における授業の中で週 2 回の10分間多読を 7 ヶ月間行う程度では効果がなかったと判断するべ
きか、金谷他（1992, 1994, 1995）にある 6 ～ 8 か月の潜伏期間が影響していたと判断すべきか、結
論を述べることはできない。また、今回読解力検査に利用した EPER LEVEL G の問題が容易であっ
たため、多読実施群のみならず多読未実施群の生徒も速く正確に読むことができたのではないかとも
考えられる。
　読解力、読解速度、読解効率とも、わずかながらではあるが多読実施群が高い数値を示しており、
図 1 ～図 3 からも多読実施群には速く正確に読むことのできる生徒がいることが分かる。今後は、
潜伏期間の影響を考慮する必要のない長期の多読実践を行い、被験者の読解力を図るために適してい
る読解力検査問題を用いて、読解力、読解速度、読解効率に関する効果を検証する必要があると考え
る。

（ 2 ） 動機づけに関して
　動機づけに関しては、多読実施群と多読未実施群との間に違いが見られた。アンケート結果におけ
る天井効果を示している項目から、多読実施群は易しい本を読むことと英語で本を読むことに対して
肯定的な感情を抱いている様子が、多読未実施群は英語を読むことに対して不安感を抱いている様子
が見られた。これは、各群のアンケート結果の平均値を比較した表7からも判断することができ、天
井効果が見られた項目 1 、6 、12、19が、違いが大きい項目として現れている。また、表7の項目24
ではマイナスの差が見られることから、多読未実施群はたとえ易しい本であっても英語を読む際には
努力が必要であると判断していることに対して、多読実施群は大きな努力を払わなくとも易しい英語
の本を読むことができると考えていることが分かる。これらは多読実践の効果と言えるのではないか
と考える。さらに、因子分析の結果を比較すると、多読実施群には、多読未実施群には現れなかった

「英語で読むこと」に対するマイナスの不安感、つまり英語で読むことに不安をあまり感じないとい
う因子が現れている。この点からも、多読実践により、英語を読むことに対する不安感が取り除かれ
たのではないかと考えることができる。
　因子分析で得られた因子を分類し比較すると、興味深い点を見出すことができる。本研究では、多
読実施群の第 3 因子に多読とは相対する精読を肯定する内容の因子が、多読未実施群の第 3 因子に実
際に取り組んでいない多読を肯定する内容の因子が、それぞれ含まれている。多読実施群については、
第2因子で英語を読むことに対する内発的動機が、第 4 因子で英語を読むことに対する不安感が低い
ことがそれぞれ見られるため、生徒は多読と精読とのバランスをとりながら英語を読んでいるのでは
ないかと考えることができるであろう。多読未実施群では、実際に多読活動を行っていないことから、
生徒が考える易しい本とは授業内や問題集等で読む簡単な英文のことであろうと推察される。そのよ
うな英文を読むことに対して、多読未実施群の生徒は抵抗なく楽しむことができているのではないか
と考えられる。多読未実施群の生徒に多読実践に取り組ませることで、英語を読むことに対する不安
感を軽減させることができるかもしれない。

6 　まとめと今後の課題
　本研究では、多読実施群と未実施群との間に、読解力、読解速度、読解効率の違いは見られなかっ
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たものの、動機づけには多読実践の影響が見られた。どちらも一般的な多読の実証研究と符合する結
果であったため、10分間多読は一般的な多読活動と同様の効果を得られると考えることができるであ
ろう。
　今後は、考察の点でも述べたように、より長期にわたる多読実践の後に多読実施群と未実施群との
比較をし、読解力に関する効果検証を行うことが必要であろう。その際、先行研究ではまず読解速度
が上がり、その後に読解力への影響が現れるという報告が多く見られるため、10分間多読でも同様の
結果が得られるかどうかが興味深いところである。また、高等学校では学年が進むと高い難易度の英
文を読みこなすようになる。そのため、検査に使用する問題の難易度を考慮する必要がある。さらに、
正確に多読の効果を検証するためには、多読実践の前と後との読解力のデータを、多読実施群と未実
施群の両方で得ておき、交互作用を考察する必要もある。
　動機づけの点では、多読未実施群に対して多読に取り組ませることで、不安感が軽減されていくか
どうか、興味深いところである。
　10分間という短い時間であっても、継続的に取り組むことにより成果が得られることが分かりつつ
ある。今後も上記のような課題に取り組みながら、10分間多読の教育的効果を検証していきたい。
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